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1 i供出時における検査状況松原低温含窓口!

米
の
出
荷
は
じ
ま
る

近
年
の
食
糧
事
情
は
、
増
産
態

勢
よ
り
過
剰
米
の
時
代
に
は
い
り

今
年
は
一
割
減
反
が
実
施
さ
れ
ま
'

し
た
。

こ
の
よ
う
な
き
び
し
い
情
勢
の
下

で
は
、
優
良
品
種
の
作
付
と
お
い

し
い
米
の
供
給
こ
そ
唯
一
の
対
応

策
で
す
。

そ
こ
で
、
品
種
低
下
を
防
ぐ
た
め

松
原
に
県
下
方
一
の
広
域
的
低
温

禽
庫
が
完
成
し
、
今
月
十
日
よ
り

入
庫
を
始
め
優
良
消
費
米
の
佐
保

に
つ
と
め
て
い
ま
す
。
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(2) りおおむ市政だより

昭和 45年度

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可昭和45年11月20日

y 

旅
先
で
の
治
療
は細

書
を

保
険
給
付

で
、
三
割
を
個
人
で
負

病

気

に

な

た

だ

く

こ

と

に

な

り

ま

と
き
は
、
病

国
民
健
康
保

提
出
し
、
診
療
を
受
け
た
場
合
は

緊
急
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理

そ
の
医
療
費
の
七
割
は
市
が
給
付
由
で
被
保
険
者
証
を
提
出
で
き
な

い
と
き
、
ま
た
は
、
旅
行
先
で
急

病
に
よ
り
病
院
や
医
院
で
治
療
を

受
け
た
と
き
は
、
と
り
あ
え
ず
治

療
費
の
全
額
を
支
払
っ
て
い
た
だ

き
後
日
そ
の
領
収
証
と
治
療
明
細

書
を
添
え
、
保
険
年
金
課
備
え
付

け
の
療
養
費
支
給
申
請
書
に
所
定

事
項
を
記
入
の
う
え
、
保
険
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
の
う

え
保
険
診
療
費
の
七
割
を
支
給
い

た
し
ま
す
。
e

医療請求書の整理にいそがしい保険課の皆さん

そ
の
他
の
給
付

①

助

産

費

被
保
険
者
が
お
産

を
さ
れ
た
と
き
は
助
産
費
と
し
て

一
万
円
を
支
給
し
ま
す

(八
月
三

十
一
日
ま
で
の
分
に
対
し
て
は
二

千
円
)

①
葬
祭
費
被
保
険
者
が
死
亡

さ
れ
た
と
き
は
二
千
円
を
支
給
し

ま
す
ゐは

り
、
き
ゅ
う
の
施
術

末
梢
神
経
疾
患
及
び
運
動
器
疾

患
に
対
し
て
行
な
う
も
の
と
す
る

被
保
険
者
一
人
に
つ
き
月
五
回
以

内
と
し
ま
す
。

四
十
四
年
度
の
状
況

件
数

一
万
八
千
九
百
九
十
八
件

で
支
払
額
百
九
十
三
万
九
千
円

第
三
者
の
行
為
に
よ
り
傷
病
を

う
け
た
と
き

交
通
事
故
な
ど
で
傷
病
を
う
け

国
民
健
康
保
険
で
治
療
を
う
け
た

と
き
は
、
次
の
関
係
書
類
を
持
参

J 

_1 _1 
↑はりきゅう費
事務費その他

2千2百306千円

他
円
一

の壬
そ
叫
一

金

5
一

百一

i
ll
-入

7
一

算

一

一作
一

予

南
側
一

業

一
千
四
一
け

一時

一税一け
一

判

明

良

一検
億
一

m

r

p
陳
川
一

百

四

-

r

L

ニ

n
x
U

と

一
一

度

一

明

一

肝

同

年
一
昨
一

億

「

5

一金
司
一

3

億

A
崎

正
刻
日
日
一

宙

開

q
u

和

稿

用

一

鮒

費

昭

一
の
創
一
算
療

一国

2

予

診

金

金
る

・

つ

い

払

は

支

の
う
え
、
保
険
年
金
課
保
険
係
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

二、

印
鑑

三
、
事
故
証
明
書

四
、
示
談
が
す
ん
で
い
る
場
合
は

一同
談
書

昭
和
田
+
五
年
度
国
保
予
算
に

つ
い
て

本
年
度
の
予
算
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
、
保
険
税
収
は
全
体
の
三
十

一
が
で
す
。
と
く
に
こ
と
し
は
、

他
会
計
か
ら
七
百
三
十
万
円
を
繰

り
入
れ
て
、
保
険
税
を
す
こ
し
で

も
軽
減
し
、
み
な
さ
ん
の
ご
負
担

を
軽
く
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
四

十
四
年
度
ま
で
の
赤
字
約
千
四
百

(過去 3力年〉

年度 件 数 日 数 総費用額 市(の7負割担)額

42 93.275 378.900 266.5千75円 184.2千33円

43 98.705 424.951 

44 103.489 438.757 394.360 I 273.917 

療養の給付万
円
は
、
他
会
計
よ
り
の
繰
り
入

れ
で
解
消
し
ま
し
た
が
、
赤
字
を

出
す
と
一
時
に
皆
さ
ん
の
ご
負
担

が
重
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
四
十
五
年
度
は
健
全
財
政
の

方
針
で
保
険
税
を
決
定
し
て
お
り

ま
す
。県

ユ
ネ
ス
コ
活
動

研
修
会

十
一
月
二
十
七
日
、

A
期
日

十
八
日

企
場
所

諌
阜
商
工
会
議
所

A
内
容
国
際
教
育
年
と
地
域
に

お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
す
す
め

方
。

A
A

申
込

十
一
月
二
十
六
日
ま
で

市
社
会
教
育
課
へ

申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
.ム
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火
災
多
発
期
を

迎
え
る
に
あ
た
り

国
民
ひ
と
り
ひ
と

り
の
防
火
意
識
の

向
上
を
は
か
り
、

火
災
の
発
生
防
止
と
人
命
損
傷
事

故
の
絶
滅
を
期
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

一、

全
国
い
っ
せ
い
実
施
事
項

秋の全国火災予防運動

十
一
月
二
十
六
日
1
十
二
月
二
日

あ
ぶ
な
い
ん
V

消
し
忘
れ
、
切
り
忘
れ

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可
りお お む市政だより(3) 

1 
古賀島町火災現場より

付
わ
が
家
の
防
火
総
点
検

M
H

タ
パ
コ
の
投
げ
捨
て
と
寝
タ

パ
コ
の
防
止

日

暖

房
器
具
の
正
し
い
使
い
万

個

旅

館

、
ホ
テ
ル
、
百
貨
届

事
務
所
な
ど
多
く
の
人
が
出
入
り

す
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る
消
火

避
難
訓
練
の
実
施

国
防
災
規
制
の
徹
底

二、

本
市
の
重
点
実
施
事
項

付

家
庭
に
お
け
る
防
火
意
識
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査

わ
が
家
の
防
火
総
点
検
に
関
連

し
て
行
な
う
も
の
で
、
期
間
中
消

防
職
.
団
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の

で
積
極
的
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

同
子
供
、
老
人
の
避
難
体
制
の

確
立

国
「
消
防
の
時
間
」
の
設
定

期
間
中
毎
日
午
後
九
時
を
消
防
の

時
間
と
定
め
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し

ま
す
の
で
、
火
の
元
点
検
確
認
な

ど
を
励
行
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
十
一
月
二
十
六
日
は
午
前

八
時
に
演
習
召
集
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
し
ま
す
。

回

「
防
火
相
談
所
」
の
設
定

〈
ら
し
の
中
に
防
火
の
く
ふ
う

を
し
て
火
事
の
な
い
明
る
い
家
庭

と
豊
か
な
郷
土
を
つ
く
る
た
め
、

火
災
予
防
に
つ
い
て
の
相
談
に
応

じ
る
た
め
消
防
署
に
防
火
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

芳
十
五
回

長
崎
県
視
聴
覚

教
育
研
究
大
会

昭和45年 1月18日

県
下
の
幼
、
小
、
中
、

高
の
先

生
や
社
会
教
育
関
係
者
約
七
百
名

が
、
当
大
村
市
に
集
ま
り
、
十
一

月
五
、
六
日
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。幼

稚
園
児
が

O
H
P
(投
影
機

)
を
使
っ
て
行
な
う
授
業
な
ど
、

各
分
野
に
分
か
れ
て
の
公
開
授
業

に
始
ま
り
、
分
J

散
会
、
全
体
会
、

新
し
い
視
聴
覚
機
材
の
展
示、

最

後
に
国
立
教
育
研
究
所
の
大
野
連

太
郎
先
生
の
特
別
講
演
で
幕
が
閉

じ
ら
れ
ま
し
た
。

教
育
の
近
代
佑
を
め
ざ
す
当
市

に
お
い
て
も
学
校
教
育
、
社
会
教

育
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
、
情
報
佑

社
会
に
突
入
し
よ
う
と
し
て
い
る

時
、
こ
の
大
会
が
、
大
村
市
で
開

催
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
意
義

が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

昭
和
四
十
五
年
度

第
二
回
原
爆
被
爆
者

定
期
健
康
診
断

検診月日 実施場所 対 象 地 区 受付時間

12月 2日市役所芳二会議室久徳原泉川、玖内島、後木場、岩舟、上小路 9.00-14.00 

が 3日大村保健所片町、東本町、西本町、武部、水田 λy 

11 4日西大村出張所乾桜馬馬場場、、古松町山、杭出津、 松並 λy 

11 7日諏訪公民張 館池田、諏訪、乾馬場の一部、萱瀬 λY 

11 12日鈴田出 所鈴田、一浦全域 9.00-11.30 

グ 14日竹松本町公民ml~、竹松富雇全l古域福、西孟三至域亙、 9.00-14.00 
か 16日松原公民 9.00-11.30 

グ 17日大村保健 水主町、向陽町 9.00-14.0。

郷
土
を
知
ろ
う

講
座
開
設

地
理
講
座
私
た
ち
の
ま
ち

十
一
月
二
十
六
日
(
木
)
よ
り
十

二
月
二
十
四
日
(
木
)
ま
で
、
毎

週
木
曜
日
午
後
七
時
よ
り
午
後

九
時
ま
で
五
回
。

講
師
西
大
村
中
学
校
長

田
中
大
二
氏

申
し
込
み
十

一
月
二
十
四
日
ま
で

九、)

マ
注
意

①
該
当
検
診
場
で
受
診
で
き
な
い

方
は
も
よ
り
の
検
診
場
で
必
ず
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

①
住
所
変
更
し
た
者
は
申
し
出
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
死
亡
者
の
手
帳
は
必
ず
返
納
し

て
く
だ
さ
い
。

道
路
の
交
通
規
制

V

期

間

十

二

月

一
日
か
ら
毎

日
、
午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午

前
八
時
三
十
分
ま
で
の
一
時
間

V

区

間

玖

島
郷
ホ
テ
ル
大
山

前
か
ら
久
原
郷
佐
藤
タ
バ
コ
居
前

角
ま
で

V

規
制
の
種
類
車
両
通
行
止

但
し
自
転
車
を
除
く
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ハ
大
村
警
察
署
交
通
課
山

歴
史
講
座

郷
土
お
お
む
ら

一
月
二
十
七
日
(
金
)
午
後
七
時

開
講
、
以
後
は
史
跡
の
実
地
探
訪

等
も
含
め
、
み
ん
な
の
話
し
あ
い

で
計
画
し
実
施
し
ま
す
。

講
師
大
村
史
談
会
員

佐
竹
茂
氏

申
し
込
み
十
一
月
二
十
五
日
ま
で

ム
会
場
中
央
公
民
館
。

ム
申
し
込
み
先
は
、
い
ず
れ
も
大

村
市
中
央
公
民
館
に
ハ
ガ
キ
、
口

頭
ま
た
は
電
話
(
四
三
ニ
ご
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。



児
童
生
徒
.

一
同
事
業
所
で
定
期
検
診
を
受
け
る

者。

白
結
核
で
現
在
治
療
中
の
者
.

同
七
月
の
定
期
検
診
を
受
け
た
者

V
料

金

無

料

な
お
、
検
診
は
健
康
で
あ
る
な
し

過
去
二
十
年
緑
の
山
を
取
り
戻

3v
か
か
わ
ら
ず
、
受
け
な
け
れ
ば

す
た
め
、
植
林
を
推
進
し
て
参
り

な
り
ま
せ
ん
。
検
診
は
い
ず
れ
の

ま
し
た
が
、
早
い
も
の
は
既
に
技

会
場
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
検
診

打
間
伐
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
.

山
・
タ
ン
や
ホ
ッ
ク
の
な
い
下
着

木
材
の
絶
対
量
が
不
足
し
て
い
た

，
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
受
診
で
き

と
き
は
、
質
は
問
題
に
な
ら
ず
売

れ
て
い
ま
し
た
が
、
輸
入
外
材
と
ま
す
。

の
競
合
に
よ
り
良
質
材
の
生
産
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
森

林
組
合
と
共
催
で
、
次
の
日
時
に

講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で

山
林
所
有
者
の
多
数
の
受
講
を
お

す
す
め
い
た
し
ま
す
。

一
、
日
時
、及
場
所

十
一
月
二
十
七
日
午
前
九
時
、
田

下
郷
黒
川
毅
宅
前
。

十
一
月
二
十
八
日
午
前
九
時
、
木

場
郷
大
多
武
パ
ス
終
点
@

二
、
携
帯
品

弁
当
、
伐
採
用
具
(
ノ
コ
、
ナ

タ
)
筆
記
具
。

(4) おおむ町ら

枝
打
開
伐
講
習
会

市政だより
昭和33年4月22日第三種郵便物認可

V
該
当
者
市
内
に
居
住
す
る
小

学
一
年
生
以
上
の
者
で
、
つ
ぎ
の

者
を
除
く
全
員
。

付
修
学
年
限
一
年
以
上
の
学
校
の

昭和45年11月20日

無
料
結
核
健
康
診
断

/ 

/ 

統
一
地
方
選
挙
の

標
語
入
選
者
決
ま
る

明
年
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

統
一
地
方
選
挙
の
啓
発
用
と
し
て

標
語
を
募
集
し
て
お
り
ま
し
た
が

審
査
の
結
果
、
次
の
標
語
が
入
選

い
た
し
ま
し
た
。

一
、
優
秀
作

。
選
ぶ
責
任
悔
い
な
き
一
票

杭
出
津
ア
パ
ー
ト
勝
盛
章

。
一
票
が
築
く
幸
せ
伸
び
ゆ
く
郷

土
大
川
田
八
八
八

山
口
京
子

昭和45年度第2団結核健康診断日程表

日 場 所 時 間

11月24日 松原駅前 9.30-11.30 
福重支所(農協) 13.30-15.30 

11月25日
萱瀬出張所 9.30-11.30 
竹松支所〈農協) 13.30-15.30 

l~月初日|植松公民館 9.30-11.30 
諏訪公民館 13.30"'15.30 

11月27日 西大村出張所 9.30"'11.30 
大村保錘所 13.30~15 . 30 

11月28日 三浦支所(農協) 9.30-11;00 

11月初日
大村市役所 13.30-15.30 

県
児
童
手
当
の
資
格

申
請
書
は
早
め
に

一
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
を

四
人
以
上
扶
養
し
て
い
る
こ
と

た
と
え
ば
、
中
学
校
に
一
人
、
小

学
校
に
二
人
、
就
学
前
の
乳
幼
児

一
人
合
計
四
人
の
場
合
は
受
給
資

格
が
あ
り
ま
す
。
義
務
教
育
終
了

前
の
児
童
の
中
に
は
小
学
校
に
就

学
前
の
乳
幼
児
は
全
員
含
ま
れ
ま

す。一一
県
内
に
引
き
続
い
て
一
年
以

。
こ
の
一
票
良
く
も
悪
く
も
な
る

政
治並

松
郷
八
六
三
徳
永
渥
美

一
、
佳
作

。
正
し
い
選
挙
明
る
い
政
治

ゐ
買
う
ま
い
売
る
ま
い
汚
す
ま
い

並
松
郷
八
六
三
徳
永
渥
美

@
悔
い
な
く
選
ん
で
伸
び
ゆ
く
郷

土杭
出
津
ア
パ
ー
ト
勝
盛
み
ち
子

。
す
み
よ
い
社
会
ゆ
た
か
な
生
活

な
る
も
な
ら
ぬ
も
こ
の
一
票

大
里
郷
二
一

O

森
山
栄
蔵

上
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

一
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と
。

市
職
員
(
栄
養
士
)
を
募
集
線

市

立

病

院

目

マ

受

験

資

格

事

①
学
歴
は
間
い
ま
せ
ん
が
学
校
市

教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
託

程
度
の
学
力
を
有
す
る
ほ
か
栄
年

養

士

の

免

許

を

有

す

る

者

周F
同
叫

②
昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日
か
氾

ら
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
ま
炉

で

に

生

ま

れ

た

女

子

立

③
市
内
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
国

採

用

後

居

住

し

う

る

者

説

マ
試
験
の
内
容
教
養
試
験
、
面
杓

接

詰

験

、

身

体

検

査

大

マ
詩
験
の
期
日
昭
和
四
十
五
年
立

十

二

月

六

日

国

マ
採
用
予
定
昭
和
四
十
六
年
一

，l 
F 

月
マ
申
込
期
限
昭
和
四
十
五
年
十

一
月
三
十
日
ま
で
、
な
お
詳
し

一
い
こ
と
は
市
人
事
課
に
お
た
ず

ね
〈
だ
さ
い

.F

み
ん
な
で
歌
お
う
グ

大
村
ユ

l
ス
ク
ラ
ブ
で
は
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
う
た
ご
え
ユ

l
ス
を
開
催

し
ま
す
。

会
費
の
純
利
益
は
、
歳
末
助
け
合

い
運
動
事
業
へ
寄
贈
い
た
し
ま
す

の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
十
二
周
三
日
(
木
)
十
八

時
J
二
十
??
時

、

場
所
一
大
村
市
民
会
館
d

一三
階

会
費
三
百
円
(
コ

i
ラ
、
ケ
ー

キ
付
)漂

流

物

拾
得
物
件

材
木
(
榎
)
一
本

長
さ
百
九
十
セ
ン
チ

径
四
十
五
セ
ン
チ

拾
得
年
月
日
及
場
所

十
月
十
七
日
午
前
十
時
三
十

分
頃
大
村
航
空
隊
沖
海
上

心
当
り
の
方
は
会
計
課
用
度
係

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。 拾

4目

l'守

行事の種類 | 行事の内容 !月日 !時 間 1:場所

記開念催講演会の誼題 農長室薬崎大公の学被害三害的止見衆浦に地つ衛創い生助よ学教てり←教授 大会村館市民
演者 13時~15時

28日

口育幼患難心金臓疾聴時児腔患の先天〈耳性鼻整f(((小商整い外形ん形外児こ科外う的科科科科科疾) J ) ) } 

1111//22991110..0000~~1142..800 0 

11/29110. OO~ 12.30 
本院各科

(( 111i1 11凶1i片/j12i2副岡副lーl1111 44401 . 100m0 1000 ~~二五11117576000回0 0 0 0 0 

外 来

子宮癌、家族計画〈産婦人科) 診 療 室

近視、白内障(眼 科)

綜開合医学展催のI警構診薬瞳剤、なパ各、ど検ネ科各査ル部、、、放写診門射療真に各線よなセ.るど看医のン護撞展タ、嬰栄都ー 山口:利融
I同|忌[~主上(婦火日磁記長院》行両長の事福日催1のの日し外知たI 市てにて来めら民頂1頂豆、を日のき〈1休続万1たたH診長めいにE、と本8.と1日し市存院日(ま民土韓業じす掃)高のまの、内代す屋でな容に@表iごら五をの了伊万2み承にl|記判1々1念だ2。式|さ81 11典い

0一準.叩行~一の1一1国た一0立めo一1l 1大世院一2且村一病1院内H 

)色、"J 


